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春の訪れが感じられるようになった１１日（土）、１７期生の卒業証書授与式が行われました。 

入学から３年間、新型コロナ感染症感染拡大防止の観点から、様々な学校活動も制限してきまし

た。例年通りではない３年間を過ごした卒業生は、そんな中でも、しなやかに逞しく成長してく

れました。前田校長から一人一人卒業証書を手渡された姿は、とても立派に見えました。答辞で

は、「17 期生の仲間とともに成長した時間は宝物です。私たちの青春は密だった。」と締めく

くってくれました。状況をネガティブにとらえるのではなく、「できることは何か」と常に考え

行動し、充実した学校生活にしてきた卒業生の気持ちを感じました。式の最後には「手紙 〜拝

啓 十五の君へ〜」を合唱しました。未来の自分に向けた曲です。歌詞の中に「人生のすべてに

意味があるから 恐れずにあなたの夢を育てて keep on believing 」という一節があります。

この３年間が、卒業生の未来に価値ある意味となることを信じています。卒業おめでとう！！ 

 

 

 

 ３月２・３日の日程で、合宿行いました。この合宿は、秋に開催予定でしたが、延期になって

いたものです。白崎海洋公園では、地質学習を行いフズリナ、ウミユリなどの化石を見つけるこ

とができました。白崎青少年の家に移動後、コップの絵付け体験の後、班ごとでカレーを作りま

した。１年間ともに過ごしてきただけあって、グループで協力し手際よく作ることができ、各班

おいしそうなカレーが完成しました。夜は、キャンドルファイアーを行い、素敵な時間を過ごす

ことができました。次の日の午前中は、オリエンテーリング、午後は広川町の稲村の火の館を訪

れ、防災についても学ぶことができました。強風のため、スケジュールを変更しながらの合宿と

なりましたが、充実した２日間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


